
～事例検討～



00 始めに

○本日の事例検討について
本日の会議には、様々な立場で取組を行っている皆様にお越しいただいて
います。
各機関で行っている活動について共有し、事例検討を通じて各機関におけ
る役割やアプローチを理解するとともに、ゆるやかにつながる関係づくりを
目的としています。
本日は、グループごとに２事例の検討を行い、意見交換を実施します。

〇事例について

本日取り扱う事例については、個人の特定がされないよう、一部内容を変
更しています。

１



気づかれなかった58歳男性の孤独死 ２ケース1

58歳男性単身世帯で、３年前にリストラ後、非正規就労を転々としていた。
北海道外に兄が１人いるが10年以上疎遠の状態であり、それ以外に近親者なし。
糖尿病を患っていたが、通院は中断しており、生活保護は未申請で近隣交流もほぼない。

○状況

○発見の経緯
家賃滞納が続いており、税金滞納・水道や電気等のライフラインが断絶しているとの情
報が入っていたため、住宅管理会社が訪問した。
その際に郵便物が大量に溜まっていたため、警察立会のもと入室したが、室内で死亡
していた。
※この時点で死後約３週間経過、正確な死因は不明であり、特定されていない。
※半年前に勤務先を退職しており、発見当時は無職だった。
※稼働年齢層であるため、民生委員の訪問はされていなかった。



検討内容 ３

２.孤独死になる前、官民で何が連携できたか？

３.再発防止策は？

１.どの段階で兆候を拾えたか？

ケース1



検討内容記載ページ ４ケース1



社会から切れかけた24歳男性 ５

○状況
24歳男性、母と２人暮らしをしており、専門学校で人間関係のトラブルを起こし中退。

アルバイトを半年していたが退職してしまい、無職状態が続いている。

昼夜逆転の生活となり、友人とも断絶、ＳＮＳも停止している。

部屋からでることがないため、母との会話もなく、部屋もゴミ屋敷状態となっている。
夜に騒ぐことがあり、近隣住民から役所宛に苦情が入ったこともある。

母はパート勤務をしているが、母の収入のみであり、家計は不安定。
父とは離婚後別居状態で、関係は希薄となっている。

母が市の相談窓口へ連絡し、相談員と母が単独で面談を行い、上記状況が判明した。
本人との面談を相談員が提案したが、本人の拒否が強く面談に至っていない。

ケース２



検討内容 ６

１.母への支援、本人との接触はどのように行えるか？

２.継続支援はどのように行うか？

ケース２



検討内容記載ページ ７ケース２


